
岸
田
裕
之
著

『
大
名
領
国
の
経
済
構
造
』矢

　
田
　
俊
　
文

「
判
物
」
を
中
心
と
し
て
描
か
れ
る
世
界
を
越
え
、
中
世
社
会
に
お
い
て
各

家
が
形
成
し
た
歴
史
的
世
界
の
多
様
か
つ
豊
か
な
歴
史
学
を
築
き
上
げ
て
い

く
格
好
の
材
料
と
な
り
う
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
翻
刻
・
紹
介
し
て
、
個

翔
の
権
力
編
成
を
越
え
て
横
の
広
が
り
を
示
す
都
市
・
交
逓
・
流
通
・
貿
易

等
の
大
名
領
国
の
経
済
構
造
に
つ
い
て
描
き
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
た
、
と
す

る
。

評書

　
本
書
は
、
岸
田
裕
之
氏
が
今
ま
で
に
執
筆
し
た
戦
国
期
の
経
済
に
関
す
る

論
文
と
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
論
文
か
ら
な
っ
て
い
る
。

1

　
本
書
の
構
成
と
内
容
は
以
下
の
通
り
。
カ
ッ
コ
の
年
は
論
文
の
刊
行
年
で

あ
る
。

　
序
章
　
課
題
と
史
料
（
一
、
新
稿
、
二
、
一
九
九
五
）
は
、
本
論
文
集
の

構
想
と
そ
の
た
め
の
史
料
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
岸
田
氏
は
、
本

論
集
を
中
国
地
域
を
制
覇
し
た
毛
利
氏
の
「
領
国
」
を
中
心
に
し
て
そ
の
周

辺
部
や
瀬
戸
内
海
地
域
を
も
含
め
、
そ
の
経
済
構
造
に
つ
い
て
、
史
料
蒐
集

調
査
に
よ
っ
て
発
見
し
た
新
出
文
書
を
活
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
実
態
的
に

解
明
し
た
研
究
で
あ
る
と
す
る
。
史
料
に
つ
い
て
は
、
藩
府
の
命
を
う
け
た

各
家
臣
が
藩
府
へ
家
蔵
文
書
を
提
出
す
る
が
、
そ
の
差
出
原
本
は
毛
利
氏
と

の
縦
の
政
治
関
係
を
重
視
す
る
基
本
的
方
針
の
も
と
に
「
判
物
」
中
心
に
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
史
料
蒐
集
調
査
を
す
る
と
、
江
戸
時
代
中
期
の
毛
利
氏

家
臣
の
家
蔵
文
書
の
う
ち
、
『
閥
閲
録
』
の
編
纂
基
準
か
ら
は
ず
れ
差
出
原

本
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
原
文
書
、
『
画
聖
撫
等
に
も
収
録
さ
れ
な
か
っ
た

文
書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
出
文
書
は
そ
の
性
格
か
ら
し
て
、

　
1
　
大
名
の
領
国
経
済
と
家

　
第
一
章
、
中
世
後
期
の
地
方
経
済
と
都
市
（
一
九
八
四
）
は
、
鈴
木
敦
子

氏
の
「
中
世
後
期
に
お
け
る
地
域
経
済
圏
の
構
造
」
（
『
世
界
史
に
お
け
る
地

域
と
民
衆
（
続
）
』
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
、
一
九
八
○
、
同
噸
B
本
中
世

社
会
の
流
通
構
造
隔
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
所
収
）
の
研
究
視
角
を
受
け
と

め
、
中
世
後
期
に
お
け
る
地
方
経
済
と
流
通
の
展
開
を
、
都
市
機
能
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
、
戦
国
大
名
毛
利
家
政
所
に
お
け
る
日
用
品
の
調
達
（
新
稿
）
は
、

毛
利
家
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日
用
品
を
調
達
し
た
か
を
検
討
し
た
も
の
で
、

近
習
衆
の
政
所
神
五
郎
が
当
主
の
ご
く
胃
管
か
に
あ
っ
て
衣
類
や
腰
物
等
の

身
の
ま
わ
り
品
や
そ
の
材
料
の
調
達
を
行
っ
た
す
る
。

　
第
三
章
、
毛
利
元
号
直
轄
領
佐
東
の
研
究
（
新
稿
）
は
、
河
川
水
運
と
内

海
流
通
・
山
陽
道
の
交
差
す
る
要
衝
で
あ
り
、
平
安
時
代
末
期
に
厳
島
社
領

の
倉
敷
地
が
お
か
れ
鎌
倉
時
代
に
は
佐
東
八
日
市
が
開
か
れ
た
、
直
轄
地
佐

東
地
域
の
支
配
の
実
態
を
解
明
し
た
も
の
で
、
尊
卑
が
直
轄
領
佐
東
で
実
施

し
た
こ
と
は
、
自
ら
の
死
没
後
を
も
展
望
し
て
毛
利
家
支
配
の
安
定
を
ね
ら

っ
た
人
材
の
育
成
・
登
用
で
あ
り
、
新
し
い
支
配
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
整
備

で
あ
っ
た
と
す
る
。
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狂
　
国
人
領
主
の
財
政
と
性
格

　
第
四
章
、
国
人
領
主
の
財
政
と
流
通
支
配
（
一
九
八
六
）
は
、
山
陰
・
山

陽
の
交
通
・
流
通
の
要
衝
を
本
拠
と
す
る
山
間
地
域
の
「
国
人
領
主
」
佐
波

氏
の
財
政
の
あ
り
方
と
山
間
地
域
の
門
国
人
領
主
制
」
が
も
つ
固
有
の
性
格

を
解
明
し
た
も
の
で
、
佐
波
氏
は
領
域
内
市
場
に
関
与
し
、
ま
た
本
領
域
を

越
え
て
国
内
交
通
・
流
通
上
の
要
衝
を
も
領
有
し
て
拠
点
を
確
保
し
、
さ
ら

に
商
業
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
流
通
が
う
む
利
得
に
積
極
的
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
商
人
司
を
掌
握
し
て
組
織
的
か
つ
広
域
的
に
商
人
や
商
業
活

動
を
統
括
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、
商
業
・
金

融
・
交
通
・
運
輸
等
の
重
要
な
経
済
機
能
を
兼
備
し
た
被
官
の
「
土
豪
的
商

人
」
が
「
国
人
領
主
」
の
交
通
・
流
通
を
支
え
た
と
述
べ
る
。

　
第
五
章
、
石
見
益
田
氏
の
海
洋
領
主
的
性
格
（
一
九
九
三
）
は
、
益
田

川
・
高
津
潮
齢
ロ
に
現
在
も
居
館
等
の
遺
跡
を
残
す
益
田
氏
の
海
洋
的
性
格

を
析
出
し
な
が
ら
、
農
業
生
産
力
に
片
寄
ら
な
い
益
田
氏
の
基
盤
全
体
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
、
益
田
氏
の
流
通
貿
易
を
支
え
た

の
は
、
領
内
の
山
・
河
・
海
・
地
下
を
含
む
産
業
資
源
で
あ
り
、
流
通
貿
易

に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
な
か
で
高
め
た
経
済
力
で
あ
り
、
博
多
付
近
や

見
島
を
領
有
す
る
益
田
氏
の
経
済
圏
は
東
ア
ジ
ア
的
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た

と
す
る
。

　
服
　
地
方
都
市
と
商
人
司

　
第
六
章
、
大
名
領
国
下
に
お
け
る
赤
間
関
支
配
と
問
丸
役
佐
甲
氏
（
｝
九

八
八
）
は
、
「
大
名
領
国
」
下
に
お
け
る
赤
間
関
の
実
態
と
性
格
を
明
ら
か

に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
、
「
領
国
」
の
西
端
に
位
置
す
る
要
衝
の
直
轄
関

に
お
い
て
、
自
ら
の
関
代
官
を
通
し
て
軍
事
物
資
や
特
定
の
高
級
外
国
産
品

を
直
接
入
手
し
た
と
す
る
。

　
第
七
章
、
大
名
領
国
下
に
お
け
る
杵
築
相
物
親
方
坪
内
氏
の
性
格
と
動
向

（一

續
ｪ
九
）
は
、
室
と
い
う
参
詣
宿
を
経
営
し
、
杵
築
相
物
親
方
職
を
領

主
千
家
か
ら
添
乳
と
し
て
給
与
さ
れ
、
尼
子
氏
か
ら
安
堵
さ
れ
た
詩
賦
司
で

あ
る
坪
内
氏
が
伝
来
す
る
文
書
の
分
析
を
通
し
て
、
「
大
名
領
国
」
下
に
お

け
る
地
方
都
市
出
雲
杵
築
の
構
成
な
ら
び
に
半
煮
や
地
下
中
の
活
動
の
実
態

な
ど
を
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
W
　
河
川
領
主
と
海
の
大
名

　
第
八
章
、
宮
作
地
域
の
戦
国
大
名
と
中
世
河
川
水
運
の
視
座
（
～
九
九

二
）
は
、
大
河
に
臨
む
地
域
に
お
い
て
は
当
該
時
代
の
歴
史
的
世
界
を
再
構

成
し
て
い
く
に
は
、
水
系
の
産
業
・
資
源
や
河
川
交
通
・
流
通
が
果
し
た
役

割
に
つ
い
て
究
明
す
る
視
座
を
も
っ
て
考
察
を
し
な
け
れ
ば
研
究
が
農
業
生

産
力
論
的
な
も
の
に
片
寄
っ
て
～
面
的
な
分
析
に
陥
り
地
域
の
全
体
像
や
固

有
の
性
格
が
理
解
で
き
な
く
な
る
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
に
、
沼
元
畜
の

活
動
と
性
格
を
考
察
し
た
も
の
で
、
沼
源
氏
は
旭
川
中
流
の
福
渡
を
基
地
と

し
て
旭
川
水
運
を
担
い
、
宇
喜
多
直
家
に
属
し
て
篠
茸
城
将
と
し
て
在
番
を

行
っ
た
領
主
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
山
間
部
か
ら
内
海
に
向
け
て
、
そ
し

て
内
海
か
ら
山
間
部
へ
と
陸
路
よ
り
も
多
量
に
各
地
域
の
物
資
を
運
送
し
、

距
離
的
に
離
れ
た
地
域
の
人
々
の
生
活
を
交
流
さ
せ
る
河
川
水
運
の
歴
史
的

役
割
は
、
現
代
の
交
通
・
運
輸
の
あ
り
方
か
ら
推
測
さ
れ
る
以
上
に
大
き
か

っ
た
と
述
べ
る
。

　
第
九
章
、
戦
国
時
代
の
神
戸
川
沿
い
（
一
九
九
一
一
）
は
、
戦
国
時
代
に
お

け
る
神
戸
川
沿
い
の
諸
様
相
と
そ
の
交
逓
路
と
し
て
の
役
割
を
検
討
し
た
も

の
で
、
神
戸
川
沿
い
が
重
要
な
交
通
路
と
し
て
の
役
割
を
果
し
え
た
背
景
に
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評替

は
、
塩
冶
・
古
志
・
朝
山
・
須
佐
・
一
窪
田
・
吉
野
と
水
系
を
上
っ
て
来
島

三
日
市
に
至
る
ル
ー
ト
を
日
常
的
に
往
還
す
る
人
的
・
物
的
な
結
び
つ
き
が

あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
第
一
〇
章
、
海
の
大
名
能
島
村
上
氏
の
海
上
支
配
権
の
構
造
（
新
稿
）
は
、

能
島
（
愛
媛
県
宮
窪
町
）
を
本
拠
と
し
た
能
島
村
上
氏
を
素
材
に
、
申
蝕
の

海
上
勢
力
の
固
有
の
視
座
と
構
造
を
検
討
し
た
も
の
で
、
「
海
賊
」
能
島
村

上
氏
は
、
大
陸
か
ら
の
太
い
流
通
経
済
幹
線
に
連
結
さ
れ
た
西
日
本
地
域
、

す
な
わ
ち
南
九
州
か
ら
豊
後
水
道
を
経
て
豊
予
海
峡
を
北
上
し
、
ま
た
北
部

九
州
か
ら
赤
間
関
を
経
て
開
戸
内
海
を
畿
内
に
至
る
広
い
海
域
で
、
海
上
支

配
権
を
行
使
し
た
が
、
そ
の
基
本
的
な
構
造
は
陸
の
「
大
名
」
側
の
通
行
料

を
免
除
し
た
う
え
そ
の
安
全
通
航
を
保
障
し
、
そ
の
か
わ
り
に
陸
の
「
大

名
扁
か
ら
「
領
国
」
内
に
お
い
て
札
浦
（
通
航
す
る
船
に
賦
課
す
る
通
行
料

を
徴
収
す
る
港
津
）
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
関
係
で
、
そ
し
て
、
そ
の
札
浦
に

お
い
て
商
船
か
ら
通
行
料
を
徴
収
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
上
乗
な
ど
に
よ
つ

・
て
そ
の
通
航
の
安
全
を
保
障
し
て
い
る
と
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、
能
島
村

上
氏
は
毛
利
氏
に
軍
事
的
に
勤
仕
す
る
門
水
軍
」
と
見
な
さ
れ
、
他
の
大
名

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
も
の
と
さ
れ
、
あ
ま
り
顧
慮
さ
れ
る
こ

と
も
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
「
水
軍
」
と
し
て
の
編
成
の
達
成

度
を
み
よ
う
と
す
る
方
法
は
陸
の
大
名
の
軍
事
力
編
成
に
視
点
を
お
い
た
も

の
で
あ
り
適
切
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。

　
V
　
展
望
一
1
構
造
的
解
体

　
第
一
一
章
、
能
島
村
上
武
吉
・
元
吉
と
統
㎝
政
権
（
新
稿
）
は
、
能
島
村

上
氏
と
秀
吉
政
権
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
、
秀
吉
政
権
の
広
域
的
流
通

経
済
政
策
の
論
理
が
、
旧
来
の
地
域
主
権
の
時
代
、
い
い
か
え
れ
ば
海
に
境

界
が
な
い
時
代
の
流
通
経
済
の
有
様
と
い
う
も
の
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
と

す
る
。

2

　
岸
田
氏
の
著
書
の
う
ち
、
と
く
に
評
価
す
べ
き
点
は
、
以
下
の
二
点
で
あ

る
。　

｝
つ
は
、
史
料
論
で
、
『
閥
閲
録
』
の
編
纂
基
準
か
ら
は
ず
れ
、
差
出
原

本
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
原
文
書
、
『
源
平
』
等
に
も
収
録
さ
れ
な
か
っ
た

文
書
を
調
査
し
、
長
州
藩
が
編
纂
し
た
魍
閥
型
録
』
『
譜
録
瞼
が
語
る
世
界

と
は
こ
と
な
る
戦
国
期
の
歴
史
的
世
界
を
描
き
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
一
一
つ
目
は
、
海
の
戦
国
期
権
力
の
も
つ
独
自
性
を
明
確
に
示
し
た
点
で
あ

る
。
特
に
、
「
海
賊
」
能
島
村
上
氏
は
、
大
陸
か
ら
の
太
い
流
通
経
済
幹
線

に
連
結
さ
れ
た
西
日
本
地
域
、
す
な
わ
ち
南
九
州
か
ら
豊
後
水
道
を
経
て
豊

予
海
峡
を
北
上
し
、
ま
た
北
部
九
州
か
ら
赤
間
関
を
経
て
瀬
戸
内
海
を
畿
内

に
至
る
広
い
海
域
に
お
い
て
、
海
上
支
配
権
を
行
使
し
た
の
で
あ
り
、
従
来

の
研
究
の
よ
う
に
能
島
村
上
氏
を
毛
利
氏
に
軍
事
的
に
勤
仕
す
る
「
水
軍
」

と
見
な
し
、
「
水
軍
」
と
し
て
の
編
成
の
達
成
度
を
み
よ
う
と
す
る
方
法
は

陸
の
大
名
の
軍
事
力
編
成
に
視
点
を
お
い
た
も
の
で
あ
り
適
切
で
は
な
い
、

と
す
る
岸
田
氏
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
海
と
海
に
生
き
る
人
々
は
、

決
し
て
陸
や
海
に
生
き
る
人
々
の
属
地
・
野
物
で
は
な
く
、
中
世
と
い
う
海

に
境
界
の
な
い
時
代
に
海
に
生
き
た
人
々
は
、
陸
に
生
き
た
人
々
や
陸
の
大

名
の
論
理
に
よ
っ
て
は
解
け
な
い
独
特
の
結
集
を
し
、
陸
に
従
属
し
な
い
、

い
わ
ば
土
着
の
視
座
に
基
づ
く
独
自
の
活
動
を
し
て
い
た
、
と
す
る
指
摘
も
　
　
α
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
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岸
田
氏
の
研
究
に
対
す
る
不
満
な
点
・
疑
問
点
と
し
て
、
二
点
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。

　
ま
ず
中
世
考
古
学
の
成
果
を
組
み
込
ん
で
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
。
日
本

中
世
史
研
究
は
、
中
世
考
古
学
の
成
果
を
意
識
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
き
た

（
三
浦
圭
一
「
中
世
の
分
業
流
通
と
都
市
」
『
大
系
日
本
国
家
史
2
　
中
世
駈

東
京
大
学
呂
版
会
、
一
九
七
五
〈
同
『
日
本
中
世
の
地
域
と
社
会
』
思
文
目

出
版
、
～
九
九
三
所
収
〉
、
脇
田
晴
子
「
窪
町
期
の
経
済
発
展
」
『
岩
波
講
座

日
本
歴
史
7
　
中
世
3
幅
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
、
鈴
木
敦
子
前
掲
「
申
世

後
期
に
お
け
る
地
域
経
済
圏
の
構
造
」
）
。
し
か
し
、
氏
は
、
中
世
考
古
学
の

成
果
を
取
り
入
れ
よ
う
と
は
し
な
い
。
岸
田
氏
は
、
長
い
歴
史
を
乗
り
切
っ

て
や
っ
と
残
さ
れ
た
限
ら
れ
た
史
料
、
そ
の
地
域
の
歴
史
的
世
界
の
一
局

面
・
一
断
面
を
示
し
て
い
る
史
料
を
み
る
に
つ
け
て
も
、
当
該
時
代
の
実
態

に
即
し
て
描
き
出
そ
う
と
努
め
る
姿
勢
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た

め
に
は
、
地
形
・
資
源
・
産
業
・
交
通
・
生
活
等
々
を
踏
ま
え
た
地
域
を
見

る
視
座
が
書
か
せ
な
い
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
中
世
考
古

学
の
成
果
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
島
根
県
益
田
市
に
は
、
中
世

前
期
の
貿
易
陶
磁
が
出
土
す
る
古
市
遺
跡
・
横
路
遺
跡
（
榊
原
博
英
「
島
根

県
古
市
遺
跡
・
横
路
遺
跡
と
出
土
陶
磁
」
『
貿
易
陶
磁
研
究
』
一
八
、
　
九

九
八
な
ど
）
が
あ
り
、
文
献
史
学
（
日
本
中
世
史
）
の
井
上
寛
司
氏
は
、
そ

れ
ら
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
中
世
の
石
見
国
を
復
元
し
よ
う
と
し
て
い
る

（
井
上
寛
司
「
中
世
石
見
の
繁
栄
　
　
西
日
本
海
水
運
の
拠
点
－
」
『
も

の
が
た
り
　
臼
本
列
島
に
生
き
た
人
た
ち
　
2
　
遺
跡
下
』
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
〇
）
。
広
島
県
福
山
市
の
草
戸
千
軒
町
二
心
の
遺
物
を
検
討
す
る
な
か

で
文
献
史
学
の
成
果
も
取
り
入
れ
、
北
部
九
州
・
瀬
戸
内
海
の
流
通
の
時
期

区
分
を
論
じ
た
中
世
考
古
学
の
研
究
も
生
れ
て
い
る
（
鈴
木
康
之
「
臼
本
中

世
に
お
け
る
桶
・
樽
の
展
開
」
『
考
古
学
研
究
』
四
八
i
四
、
二
〇
〇
二
年
）
。

文
献
史
学
の
側
の
研
究
者
が
必
ず
申
世
考
古
学
の
成
果
を
組
み
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
中
世
考
古
学
で
は
主
た
る
史
料
と
し
な
い
文

書
等
で
議
論
を
組
み
立
て
れ
ば
よ
い
し
、
そ
う
す
べ
き
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

中
世
考
古
学
の
成
果
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
で
研
究
を
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
表
明
は
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
次
に
、
史
料
論
に
つ
い
て
。
岸
田
氏
は
、
『
閥
閲
録
』
の
編
纂
基
準
か
ら

は
ず
れ
、
差
出
原
本
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
原
文
書
、
出
門
録
臨
等
に
も
収

録
さ
れ
な
か
っ
た
新
出
文
書
を
翻
刻
・
紹
介
し
て
、
個
別
の
権
力
編
成
を
越

え
て
横
の
広
が
り
を
示
す
都
市
・
交
通
・
流
通
・
貿
易
等
の
大
名
領
国
の
経

済
構
造
に
つ
い
て
描
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

第
二
章
の
「
戦
国
大
名
毛
利
家
政
所
に
お
け
る
日
用
品
の
調
達
」
で
は
、
新

出
文
書
に
よ
っ
て
、
敷
所
神
五
郎
宛
の
毛
利
隆
元
書
状
が
自
筆
で
あ
り
、
三

星
様
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
隆
元
と
神
五
郎
が
人
間
的
・
精
神
的
に
き
わ
め

て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
神
五
郎
が
当
主
の
ご
く
見
近
か
に

あ
っ
て
衣
類
や
腰
物
等
の
身
の
ま
わ
り
品
や
そ
の
材
料
の
調
達
、
諸
方
面
へ

の
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
用
件
の
調
整
や
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た
、
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
の
新
出
文
書
で
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
近
習
衆
政
所
神
五
郎
は
毛
利
権
力

と
横
の
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
近
習
衆
政
所
神
五
郎
は
、
「
判
物
」
の

世
界
か
ら
あ
き
ら
か
と
な
る
権
力
編
成
と
は
こ
と
な
る
も
う
一
つ
別
の
権
力

編
成
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
書
状
の
世
界

で
し
か
わ
か
ら
な
い
も
う
一
つ
の
権
力
編
成
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
と
考
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え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
長
州
藩
が
編
纂
し
た
『
閥
閲
録
』
『
譜
撫
仏
が
語
る
世
界
と
は
こ
と
な
る

戦
国
期
の
歴
史
的
世
界
は
、
都
市
・
交
通
・
流
通
・
貿
易
な
ど
だ
け
で
は
な

か
ろ
う
。

4

　
岸
田
氏
の
本
書
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
新
出
文
書
の
丁
寧
な
調
査
と

そ
れ
に
よ
る
豊
か
な
歴
史
的
世
界
の
再
構
成
に
あ
る
。
中
世
考
古
学
等
、
隣

接
諸
科
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
文
献
史
学
（
日

本
申
世
史
）
の
研
究
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
徹
底
し
た
文
書
の
吟
味
と
分
析
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
抜
き
に
し
て
隣
接
諸
科
学
の
成
果
だ
け
で
論
を

組
み
立
て
て
も
意
味
は
な
い
。
文
書
だ
け
で
は
都
市
・
交
通
・
流
通
・
貿
易

等
の
問
題
を
論
ず
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
岸
田
氏
は
そ
れ
を
め
ざ
し
実
現
し

た
。
本
書
で
学
ぶ
べ
き
点
は
ま
ず
こ
こ
に
あ
る
。

　
次
に
評
価
す
べ
き
こ
と
は
海
の
領
主
論
で
あ
る
。
私
も
毛
利
氏
の
研
究
を

し
た
こ
と
が
あ
り
、
「
水
軍
」
と
い
わ
れ
る
領
主
の
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
の
時
は
ま
る
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
岸
田
氏
の
「
人
物
で
描

く
中
世
の
内
海
流
会
と
大
名
権
力
」
魍
海
の
道
か
ら
中
世
を
み
る
H
　
商
人

た
ち
の
瀬
戸
内
』
（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
　
九
、
一
九
九
六
）

を
読
ん
だ
時
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
で
は
そ
れ
が
論
文
と
し

て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
海
の
領
主
論
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
新
た
な
領
主
論
で
あ
る
。

　
　
（
A
5
版
　
三
九
七
頁
　
二
〇
〇
一
年
一
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〇
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